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DescriptionoftheDecayofWelshLanguageinthe
EighteenthandNineteenthCentury
SUZUKITetsu.ya
Slncethesecondhalfoftheeighteen吐hcentury,thenumberofpeoplewhospeakWelshlanguage
hasdecreased.Accordillgtot虹e1991census,onlylessthan20%6ftlletotalpopulationofWales
claimstohavesomeknowledgeofWelsh.AlthoughthedecreaseofthenumberofspeakersofWelshis
causedbysomefactors,wecanidentifytheindustrializationofBritishsocietyasthemostcrucialone,
Itisdifficulttostalerightlywhatsignificancethedecayofonelanguagehastoourmoderllorpost一
modernworld.However,byanalyzingtheprocessofthedecayofWelshlanguage,wecanelucidate,
且rstofall,whatfactorscallhavestrongin正luenceonthelnaintenanceofalanguageortheregionalcul一
ture,and,secondly,whattheindustrializationbroughtaboutinourmodernworld.Inordertoserve
suchpurposes,thispapertriestodescribetheprocessofthedecayofWelshlanguage.
OneofthecrucialfactorsthatcausedthedecayisthedemographicshiftinWalessincethemid
eighteenthenIury.Asiswellknown,EnglandisthefirstnationthatachievedtheIndustrialRevolu一
tion.TheindustrializationbroughtaboutchangesintheBritishsociety.ElsforWales,coalfieldswere
ofgreatimportance.CoalfieldsprovidedthemainpowersourcefortheindustrializationofBritain.Ac一
cordingly,greatnumbersofpeopleflewintothecoalfieldsandadjacentcities,notonlyfromEngland
butalsofromotherEuropeancountries.'ThischangedthetraditionalWelsh.communitiesthathad
maintainedWelshLanguage.Basedonvariousdata,wecanseeclearlytherelationhettveenthedemo一
graphicshiftinWalesandthedecayingprocessofWelshlanguage.
Thesecondfactorthatbroughtaboutthedecayof～Velshlallguagcistilthistoricalsituationin
whichEnglandandWalesweresituatedfromthemideighteenthcenturytomidnineteenthcentury.
Duringtheperiod,numbersofcountriesinEuropewerereorganizingthemselvesasnation-statesalld
somewereseekingtoestal)lishhegemonyovcrothers.
Attheturnoftheeighteenthcentury,whileBritainwasorganizingitselfa:anation-state,itwas
糟
exposedtothemenaceofFrenchpoliticalpower,especiallytheNapoleonicwar.Britain,therefore,
neededtointegratethreetraditionalregions,England,ScotlandandWale,intoonepoliticalandcitl一
turalentity,givingthenewlyorganizednation-stateanewunifying.identity・111theprocessofestab一
.
1ishingtheidentity,Britishgovernmentrecognizedtheimportanceofreligion,educationandianguagc
and,gradually,governmentalorganizationsstrengtheredthecontrolovertlleeducationalsystem・
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themselveswarewillingtohavetheopportunitiestolearnEnglish,thoughtheydidnotintendtoaba 一
donWelshlanguagE.
Recently,itissaidthatthedecayingprocessofWelshlanguagehasstopped.However,wec nnot
beoptimisticaboutthefutureofthelanguage,Whetheronelanguagecansurviveornotdepends,
mainly,ontheattitudeofpeoplewhospeakit.ThedecayingprocessofWelshgivesusinformation
fromwhichwestiUlearnmany亡hingsaboutmodernsocieties.
,
.
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序
近代的な国家制度が整備される過程で,そ れまで存在 した多様な文化や言語の…元化を進める政策
が とられ,豊 かな地域文化 ・言語の発達が疎外 さ:れた,と いう議論を近年の国民国家論において目に
する。 この議論には説得力があ り,多 くの事例に妥 当するだろう。 これから検討す るウェールズ語衰
退 のプ ロセ スについてみ て も,そ の議論 には ・定の妥 当性 があ る。 だが,同 時 に,ウ ェールズ語 とい
う一つの言語 が衰退 したの は,イ ング ラン ドDの支配 的な政治 勢力が,特 定 の イデ オロギ ーの も とに
文化 ・言語の多元性を抑圧 したためであ る,と いっただけでは単純すぎる。
ウYル ズ語使用者の人口は,16L紀にイングラン ドの支配の もとにおかれて以来,減 少 しつづ
けた。 その人[の 推移 を見る と,1536年とい う早 い時期 にthe[pctofUnionによって イングラン ドの
政治的支配下におかれたものの,19世紀半ばの時点では,そ れで も,六割程度のウェールズ語話者
がい た と推 測 され る。 ところが,こ の ウ ェー ル ズ語 人riが1901年には人 口の49.9パーセ ン トま で減
少 し,1951年と1991年の 国勢調 査 に よれ ば,そ;れそ れ28。9パーセ ン トか ら18.5パーセン トへ と減少
している。国勢調査等の公的な資料に不備があ り不正確な部分 もあるが,16世紀半ばから1gill二紀半
ば まで にお よそ40パーセ ン トの減少,そ れ か ら20世紀 初頭 までの50年に10パーセ ン ト,続 く50年に
10パー セン ト,そ の後 の40年間 に10パーセ ン トの 減少 を示 してい る。
さらに考慮 しなければな らないのは,ウ ェーールズ語話者のなかに英語 との二言語使用者がどの くら
いの割合で存在 したか という開題であ る。16世紀においては,当 然ウェールズ語話者のほとんどが
ウ ェール ズ語 の単 一・言語使用 者 であ ったの に対 して,1801年には ウ ェー ルズ語 のみ,お よび,ほ ぼ
ウ ェールズ語 のみを使用 していた人 口は48.1パーセン トにな り,1851年にはそれが45.3パーセン トへ,
1881年には20.3パー セ ン トへ と減少 して いる。 こ うした数値 をみ る と,185]年以降 におけ るウ ェー
ルズ語衰退の速度がそれ以前 よりもきわだって速 まっていることがわかる。
これは,当 時の産業をささえる動力源であった石炭を産出する地域 と当時拡大 しつつあった海外貿
易の拠 点 とに,多 くの 人 口が流 入 したた めに お きた現 象であ った(地 図1・2参 照)。 ウ ェール ズ語
の衰退に影響 したのは,イ ングランドによる政治的支配であるよりも,む しろ,産 業革命にはじまり
19世紀に急速にすすんでゆ く産業の近代化 と,そ れにともな う社会構造の変化であった,と いうこ
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地図1
とが で きる。 本論文では,18世紀か ら20世紀 におけ る, ウェールズにおけ る人口動態 とウ ェールズ
語人口の相関性, およ砥 当時 ウ ェールズ語がどの ように人々によって とらえ られていたかを記述 し
て ゆ く。
1 十九世紀におけるウェールズの人口と言語状況の変化
この章では主として18世紀か ら20世紀にかけての, ウ ェール ズにおける人r_の変化 とそれに とも
な うウェール ズ語人[の 変化を記述する。表1ぽ18世紀中葉 か ら20画紀初頭 にかけて,ウェールズ
内の様々な英国国教会の教区に設置された教会において,どの言葉を用いて礼拝等の行為が行われた
かをまとめた ものである。 ウェール ズ語の普及状況について正確な情報がえ られるのは,国勢調査に
言語に関する質問項 目がおかれた1891年以降である。それ以前は諸種の資料をもとに推測する他は
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地図2
ない。 そ う した資料の一つが教会の業務記録である。表 1は国教会の記録をもとに, さまざまな教
曜区で宗教的儀式にウェールズ語,英 語いずれが使用されたかをまとめた ものである。さまざまな教区
において使用されている言語がいつ頃変化 したかをこの表で知 ることによって,一般的 にウ ェール ズ
で英語が支配的な様相を見せはじめたのが,お およそいつ頃であるかを推測することができる。ただ
し,これは英国国教会に属する教会の記録にしたがったものであ り,非国教会系の教会の倍報はふ く
まれていないので, この表によって当該の年代におけるウェールズ全域の言語分布状況がわかるわけ
ではない ことは注意 しなければな らない。
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表にのっている教区は39である。その うち,ウ ェールズ語単独使用から英語との二言語併用に変
わ った教区,ウ ェール ズ語か ら英語の単一 使用 に変わ った教区 と,二 言語併用 か ら英語使用に と変 わ
った教区(記 号ではWB,WBE,BEの 教 区)は19にの ぼる。 それ らの教区 について,ま ず英語使用
へ と強 い変化 を しめ した地域(WBE,BE)に ついてみる と15の教区があ り,そ れ らの教 区において
;英語使用 が支配的にな った と考え られる時期(表 の記 号では4と5)は,1800年前後 が3教 区,1850
年 前後 が3教 区,1900年前後 が7教 区,1906年が2教 区であ る。 したが って,1850頃か ら20世紀初
頭にかけて,ウ ェールズの言語状況が大 き く変わ っていった ことが,こ こでみて とれ る。
18世紀中葉からイギ リスでは他の国hに 先駆けて産業革命が進展 し,しだいに世界に覇を となえ
る大国になる。そ して,産 業が発展 してゆ くにつれて交通網の整備 もすすんでゆ く。道路に関 しては,
1663年に開始 された有料道路 の建 設か らは じま り,1770年にはロソ ドソか らイギ リス各地方 に放射
線状 にのびた道路網 が完成 した。鉄道 は1825年にス トック トソ とダー リン トン間で石炭輸送用 の鉄
道 が敷設 されて以来,1850年代には鉄道網 の整備がほぼ完tす る。
さらに,この時期に石炭の産出量が飛躍的にのびた。そ=れは,こ の時期の工業生産の主要な動力源
が蒸気機関であったため生産活動に要する石炭の需要が伸びたこと,同時に,その生産活動に ともな
う原材料や製品を運搬する交通機関である鉄道や船舶の動力源が石炭であったことによる。また,こ
の輸送手段 の発達 とともに石炭 が海外 に輸 出される ことに もな り,イ ギ リスか らの石炭 輸出は1860
年 には200万トソ以下 にす ぎなか ったが,1891年頃 には1千250万トソ を超 え1914年に は2千978万
トソを超 える ことにな る。 そ うした状 況を背景 に,石 炭の供給地 としての ウ ェール ズが重要性 をま
し,そ こに人 口流入をまねいた。 ウ ェール ズ語人 口はそ うしたイギ リス社会 全体の変化 と歩調 をあわ
せ るように減少 していった。表1を見る と,そ の ことが確認で きる。
さて,産業構造の変化および社会構造の変化にともなって人口がどのように変化 したかを知るため
には,人 口の 自然増で はな く,流 入人口,し かも短期の移住者ではな く,地 域 に定 着 した人rlの増加
に注目しなければならない。短期の流入者は地域の言語や文化に変化をもた らすほどの影響は与えな
いが,定 住者は,当 然,定 住先の言語 ・文化の状 況を変 えるか らである。その実例を北東 ウェールズ
に位置 するFlintとDenbighの二 つの州についてみるこ とにす る。
Denbigh州の北部 に位置す るSt.Asaphでは伝統的 に ウェールズ語 使用 が支配的で あ った。 さ ら
に,同 地 では 石炭 産 業 が 発 展 をみ せ な か っ た。 この,St.Asphaでは,1841年か ら1910年にか け て,
流入人 口が増加する傾向を しめ してお り,そ の平均の増加率は4.7パー セン トであ る。 しか しなが ら,
1861年か ら1870年に い た る10年 間 には4.7パー セ ン ト,1881年か ら1890年に い た る10年間 に は6.3
パ ーセ ン トの 減少 が み られ る。 そ れ に対 して,イ ング ラン ドとの境界 付 近 の炭 坑 地帯 にあ る
Hawardenでは,同 様 の期間 に,平 均24パーセ ン トの流 入人 口の増 加 を しめ した。 ここでは,St,
Asaphとはちが って人 「1流入が減少 した期 間はな く,一一貫 して増加Lて いった。
さ らに,北 東 ウ ェールズ全域 をみ ると,流 入人 口は平均14。2パーセン トの減少を しめ している。 こ
の数値 を背景にする と,炭 坑地区 にあ ったHawardenに実 に多 くの人 口が流入 した こ とが実感 で き
る。 したが って,こ の時期の ウェールズでは石炭産業 とい う,成 長可能性を秘めた産業 がある地 域は8
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表1 英国国教会派の教区で用いられた言語
Classi6cationofLong-termLanguageTren{量s,c.1750-1906
一 買置 一 ・ 一 一一
Languagestatus
TrendclassificationCountry/Yarist-
C.4亙 工c.1800=「二璽=T冒c 1900c.1906ヤ 」 『 一7「 買置 ,
An91esey
Aber翫aw 1 ? 1 1 1 W
Beaumaris 4 3 4 ? 9 bE
Montgomery
Garthbeibio 1 1 1 1 1 W
Llanerfy1 2 重 1 2 2 aW
Meifod 3 3 3 2 2 B
CastellCaereinion3 4 3 5 5 BE
I」lanfairCaereinion 2 3 3 3 4 WBE
Carmarthen
Llal16hangel-ar-arth1 1 i 1 2 W
Abergwili 3 3 2 2 2 aW
Kidwelly 3 ? 3 3 3 B
1」andybie 3 3 2 3 2 B
Laugharne 5 ? 5 5 5 E
Ferryside 1 ? 5、 5 5 WBE
Denbigh
Betws-yn-Rhos 1 1 1 2 2 aW
Chirk 3 5冨 5 5 5 BE
Erbistock 5 5 5 5 5 E
ColwynBay
Flint
1 1 4 5 4 WBE
Llanasa 2 2 3 2 2 aW
Treuddyn 1 1 1 3 3 WB
Halkyn 3 3 3 3 3 B
Pembroke
Mor丘1 ? 1 2 1 1 aw
Llandeloy ? 3 2 3 3 B
St.Dogwells ? 2 3 5 4 WBE
Caernarfon
Beddgelert 1 1 2 2 3 WB
Conwy 3 3 3 4 4 BE
Denio 1 1 3 4 4 WBE
Glamorgan
Cadoxton-juxta-Neat}1 ? 3 ? 3 WB
Cardiff 5 ? 5 ? 4 L
Bonvilston 1 4 5 ? 5 WBE
Cardigan
Llanerchaeron 1 2 3 3 3 WB■
Aberystwyth ? 3 3 3 4 BE
Monmouth
Llanfoist 3 5 5 ? 5 BL
Llangibby 4 5 ? ? 5 bE
Cwm-lou 1 3 5 ? 5 WBE .
Brecknock
Llangorse ? 3 1 5 5 BE
Hay ? 5 5 ? 5 E
・Aberysgir
Randor
? 1 1 5 5 WBE
Creglna 4 5 5 5 5 bE
St.Harmon 1 2 3 5 5 WBE
「}冒 一 冒冒 ・ 冒 冒 一一
表中の記号:1ウ ェールズ語使用。2主 としてウェールズ語使川。3二 言語併川。4主 として英語使川。5英
語使用。
W一 貫 してウ ェールズ語使用。aWほ ぼ, ウェールズ語使用1二言語併用を経て,ウエール ズ
語使用。WBウ エールズ語使用から二言語併用。WBEウ ェールズ語使周から二言語併川を経
「 て,英 語使用。B 二言語併川。BE二言語併用から英語使∫H。bE主 として英 語使用。 その後
に,英 語使用。E 英語使用。
(Coupland,1990にも とづ き, 文脈にあわせて整理した。)
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表2Populationinthemajorlanguagezonesofnorth-easttiVales',1801,1851a競d18 1
Acu重a璽m腿mbers,notpercentages,areshowninitalies.
1801185]
冨 π冨　
1881
%% %
一 」 「冒,」 「齢 」
、Velsh+111aillly、VelshPoPulation48.重45.3 20.3
Paris)'PS6360 25
BilingualPopulation23.630.0 27.9
ParishesI216 37
MainlyE皿glish十EnglishPopulation28.324.8 51.7
1】セτ7'31～631514
・一 」
28
・・一 ・ 一 一一 齢 ・一P
North-eastWalesregionalpopulationlO4,510101,220 10L219
Totalnumberofparishes_9090 90
一 皿 買置一 ・「}
}TheadministrativecountiesofDenb{ghandFli重ifasconstitute1801-81.
(Jerkins,1998より)
他地域の住民にとって魅力的であ り人口の流入をうながしたが,他 の地域は魅力が薄いものであっ
た,と い うことが感 じ られ る。 さらに,こ の新たな住民が どの ような地域 か ら流入 して きたか をみ る
と,ウ ェールズ 内か らの移 住は お よそ5パ ーセン トか ら,高 い ときで も7パ ー セン トをしめ したに
ゴ
す ぎな い。 それ に対 して,イ ン グラン ドか らの流 入人 口は低 い ときで も30パー セン ト近 く,多 い と
きには53.5パーセン トに達 している。 こ うした人1]動態が ウェールズ語 に与えた影響 は表2を みれば
明 らか であ る。 イギ リスの産 業社会化 の基盤整i備が完成 した といえ る1851年をはさんで,ウ ェール
ズ語人口の減少 と英語人口の急激な上昇は,好対照をなしている。
つ づ い て,Glamorgan州に注 目す る。 南 ウ ェー ル ズ に 位 置 す るGlamorganには, 北部に広大な炭
鉱地 帯 があ り,北 東 ウ ェール ズ と共通性があ る。 だが,Cardiffとい う石炭輸 出の一大基地 を擁 して
おり,石炭産業だけではな くイギ リスの対外貿易の拠点であったという点で北東ウェ…ルズ とは異な
って い る。
まず,北 東 ウ ェール ズ とGlamorganの人・口増加率を!E較してみ よ う。1841年か ら1910年にいたる
間,北 東 ウ ェール ズでは平均6.3パー セン トの人 口増加が あ り,そ れに対 して,Glamorganでは30.9
パーセ ン トの増加 があ った。北 東ウ ェール ズの流入人rlは平均で14.2パーセン トの減少 をしめ してい
た が,Glamorganにおけ る流 入人[の 増 加率 をみ る と,同 時期 に,平 均 およそ40パーセン トの増加
率があ った。 その うち,ウ ェールズ内か らの流入人 口増 加率 は15.7パーセン トであるが イングラン ド
お よび スコ ヅ トラン ドな どか らの流入人 口の増 加率は63.5パーセン トをしるしている。 他はイギ リス
以外 の国 々か らの流入 であ る。北 東 ウ ェールズ と比較 して,Glamorganには きわめ て多 くの移 住者
があ っ た こ と にな る。 このGlamorganの中 心地 の ひ とつ,Cardiff'は対 外 貿 易 の拠 点 と して他の諸都
市 とは比 較 にな らない 膨 張 を した。 その 結 果,1851年には18,351人であ った 人[一]が1911年に は
182,259人とほぼ10倍にふ くれあが ってい る。1831年か ら1891年までの期間をみる と,農村部は2倍
の人口増加率であったのに対 して都市部の人口は20倍の増加をしるした。
Glamorgan地域の郵抱心・的都市であ るCardifドはイギ リスの海外 貿易の拠 点 として発達 した。1839年
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のtheButeWes毛Dockをは じめ として,二 十世 紀 の 初頭 まで に(1859,1887,1907年)4つの 港 湾 設
備が建設 された。また,そ れに ともない,旧 来の市街が取 り壊 され新 しい商業地区 が整備された。そ
のために, 旧来の住民は周辺地区に移らさるをえな くな り,かわ りに貿易業務に従事する者たちが
ヨーロ ッパ各地 から移住 して きた。
こうした状況か ら,Cardiffにおけるウェールズ語 ははなはだ し く衰退 した。例 えば,1891年の国
勢調査 に よれば,20歳以上30歳以下の住民の うち ウェールズ語 をはなせ る者の比 率は36.5パーセン
トであったの に対 し,20歳以下 の住民 には14.8パーセ ン トしかいなか った。 この数値 をみ;れば,
1870年以降に生まれた 住民が,産 業化 と都市化 に ともな う言語的状況のなかで土着の ウ ェールズ語
で は な く, 英 語を主 として習得 していった状 況が推測できる。
さ て, イギ リスの国勢調査に使用言語に関する質問項目が設定されたのは1891年からである。そ
の調査によって明 らかになった,ウ ェールズ語話者の割合を下に表 にま とめてみる。 ここまでの記述
はDenbigh,F垂int,Glamorganに限 定 した が,下 の表 に は 中 西 部 のCardiganの数 値 を加 えて お く。
紙 幅 の 都 合 で 詳述 は で きな い の で あ る が,Cardiganは`innerWales',ある い は ウ ェー ル ズ 語 の
`Heartland'と呼ばれることもあり,他の地域に比べればわずかにではあれイギ リスの産業社会化の
影響 を受 ける程度 が低かった。 また,そ の地域 の中心的な都市,Aberystwythでは現在 なおウ ェー
ルズ語が1:1常的に使われていて,比 較的良好 な状態でウ ェールズ語が維持 されている。
c①unty 18911901192119511991
Denbigh 80,261,948,438,318.1
Flint 72,949,132,721.1
Glamorgan 55,143,531,620.39.9
Cardigan 95,593,082,179,543.1
*数値 は人1」に占めるウ ェール ズ語話者 のパーセンテイジ。
199]年の国勢調査 においては,基 本 となる行政区画が変更 にな った。 そのため,従 来 の地域区分
に該当する地域の数値をのせた。Denbigh,Flintには地理的 にほぼ重なるClwysの数値 をのせた。炭
坑 がな く,他の北東 ウ ェールズやGlamorganのように産業構造が激 しい変化 をみ せな かったCardト
ganにおい て, 比較的に良好な状態 でウェール ズ語が残 ってい ることをみる と,い わゆ る近代化 がウ
エールズ語 に及ぼした影響の大 きさが,は っき りとあ らわれてい る。
2 ウ ェールズにお ける教育 と言語
前 にもふれたが,ウ ェール ズは1536年にイングラン ドと政 治的に統合 された。 だが,そ の後,イ
ングラソ ド政 府がウ ェール ズ語排斥のためのあか らさまな政策 を とったこ とはない。 確かに,1536
年の統合令では,イングランドであるかウェールズであるかを問わず法廷では英語を使用することが
定め られていて,ウ ェールズ語 使用者が社会的にみて不利 な立場に立た された。だが,前 節でみ たよ
うに,ウェールズ語に直接的な打撃を与えたのは,む しろ,近 代的な産業構造 とその社会的基盤が確
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立してゆ く過程でもた らされた人 口の流入であ り,そこで生まれたウェールズ語保存 に不利な社会状
況であ った。
様hな 研究者が,ウ ェールズ語に致命的な打撃を与えたのは1870年の教育令だ といっている。 こ
の法令によって,初 等教育が義務化され,英 語が教育の場における公的な言語になった。だが,この
教 育例が,い わば,「民族的 」な統 一を図 った ものだ とはい えない。む しろ,産 業化が進展 す るイギ
リス国内に鉄道その他の技術革新の成果をより効率的に一般化 しようとしたためであ り,功利主義的
な意図が強 くあ らわれている。その問題 を以下でみてゆきたい。
1847年のKeportintotheStateofEducationinWater以前の ウ ェー ル ズ で は,宗 教 ・教 育 ・言 語 が
わかちが た く結 びつ いていた とい う2)。だが,そ れは思想 ・信仰の 自由,あ るいは言語の平 等性 とい
う今日であれば比較的容易に受け入れられるであろう理念があったからではない。むしろ,イ ギ リス
のイデオロギーの基盤 となっていた国教会の信仰を効率的にウェールズに普及するという,政治的な
有効性が認められたために成立 した…次的な教育状況だった。 当時のウェールズでは非国教会系の宗
派が勢力をもってお り,19世紀初頭において も英国国教会 と非国教会系の宗派 とが,ほ ぼ拮抗する
勢 力をた もって いた とい う。
何度 も述 べた こ とで あるが,1536年の統 合令 以降,ウ ェールズ語 が イング ラン ド政府 に よって直
接的に抑圧を受けた という事実は,少 な くとも19世紀の後半にいたるまではみ られない。む しろ,
一般的に見れば宗教的な 目的にとって地域言語を使用す ることの重要性は十分に認識されていた。例
えば,当 時 の 国教 会 の 規 定(theThirty-NilleArticlesoftheChurchofEnglalldXXIV)には3),教会
における礼拝や礼典の執行にあたっては参加者が理解できる言語を用いることが要求されている。さ
らに,16世紀 中頃,聖 書 をギ リシア語 とヘ ブ ライ語 か らウ ェール ズ語へ翻 訳 する とい う事 業が,イ
ン グラン ド政 府 によ る認可 を えてお り,こ の 事業 の成 果 に基づ いて1588年には ク リスマ スまでに ウ
7."ルズ語訳聖書 を一冊買 うこと という通達 が発 されて いる。 また,1650年にはtheActfortheBet一
terPropagationoftheGospelinWaleが成 立 し,ウ ェー ル ズ に お け る聖 職 者(MinisterofReligion)
は,ウ ェール ズ語 を第一 言語 とす るウ ェール ズの民衆 と意志 疎通 で きる よ うに求め られた。 そのた
め,ウ ェール ズ内の聖職 者 でウ ェールズ語 を話 せない者は,ウ ェールズの外 へ出なければな らない こ
とに さえな った。
こうしたイングラン ド政府の政策の背後には英国国教会の教義 をウェールズに根づかせなければな
らないという認識がある。1650年の政令の背後 には当時 「市民戦争」を遂行 していたクロムウェル
の政治的 ・宗教的な目標を支持する聖職者をウェールズ内に配置 し,教区の民衆にそれを浸透させる
という意図がひそんでいたのである。
18世紀 の初等教育4)にお いては,教 育は宗 教教育 とほ とん ど同義 であ った。 当時,ウ ェールズでの
教 育 に尽 力 した 団 体 と して,TheSocietyforPromotingChristianKnowledge(以下,SPCKと 略記
する)が あった。この団体は言語については柔軟な対応をしてお り,ウェールズ語が支配的な地域で
は ウ ェール ズ語 を用 いて教育 を行 い,英 語 が使用 で きれば そ れを用い た。1739年には,こ の団 体に
よ って95の学 校 がウ ェ一畳ルズ に設置 され てい る。 だ が,SPCKは イン グラン ド王室 への無 条件 の崇
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拝と,国教会の教義を守ることを子どもたちに要求したために,しだいにウェールズ民衆の支持を失
って い った 。
だが,こ のSPCKの 活動 は公平 にみればウ ェールズ語 の保存 に有益 であ った。 この団体に よって
多 くのパ ンフレッ トや書籍 がウ ェールズ語 に よって出版 され,そ のため,ウ ェールズ語が良好な状態
で維 持される基盤をつ くった。
話が前後するが,先にふれた聖書のウェールズ語翻訳の事業も同様にウェールズ語の保存に多大の
益 をもた らした。 この翻訳がな された当時,ウ ェールズ語は大 き く南部ウ ェールズ語 と北部ウ ェール
ズ語 とにわかれていた。 この翻訳は南部 ウェールズ語に よってな され,そ れが標準ウ ェールズ語を成
立 させることになる。 ウェールズ と同 じようにケル ト系 の言語 を用いていたスコッ トラン ドでは この
ような事業が行われなか った。そのため,標 準語 とい う一つの 言語規範が生 まれず,ス コ ッテ ィッシ
ユ ・ガー リックは多 くの変異形 を生んで しまい,後 の衰 退を招 いた とい うs)。ウ ェールズ語は現在 な
お二割弱の話者がいるが,ス コ ッテ ィッシ ュ ・ガー リックはほぼ消滅 した と言わざ るをえない状況に
陥 っているこ とを考 える と,そ の意義は大 きい。
」
この,聖 書翻訳やその他の出版事業が実際にその価値をしめすためには,当然,ウ ェールズの民衆
に識字能 力が なければ な らない。 この識字能 力の 普及 に尽力 したのがSPCKで あ り,ま た,そ こか
ら出発 し独 自の教育運 動を展開 したGri伍thJonesであ った。
JonesはSPCKに属 していたが,教 育内容を宗 教的 ドグマのみ を教 えよう とするのではな く,よ り
地元の生活に密着し,民衆の要求に応じて教育を行った。彼は学校の場所を固定せず3ヶ 月ごとに
村 を巡 回 して ま わ る 「巡 回 学 校 運動 」`thecirculatingSchoolsmovement'の創 始 者 とな っ た。 この巡
'
回学校の教育 に用 い られ る言語は,い うまで もな く,ウ ェール ズ語であ った。 また,そ こで学ぶ学 習
者は子 どもばかりでなく成人も多 く,成人向けに夜間の授業 も行われていた。
同様の運動 に 「Ll曜学 校」`SundaySchools'があ った。 この教育運動は18世紀末 か ら19世紀初 頭
にかけて,非 国教会系の宗派 によって行われ,ウ ェールズの労働者階級の識字 ・読解能力を高め る う
えで大 きな力 とな った。者宗派 は様 々な出版活動 をおこない,そ の活動が ウェールズ語でなされてい
たためにウ ェールズにおける読 書熱 を高め広範 な読 者層 を生みだ してゆ く。ベネデ ィク ト ・アンダー
ソンは出版資本主義の発達 が国民国家の基盤 を生みだ していった とい っている。 ウ ェールズにおける
出版活動は もちろん 咄 版 資本主義」 とは呼べない。 だが,ウ ェールズの状況 をみる と,な るほ ど,
画板 とい う事業 が`Nation'とい う概 念を後 にウ ェールズ民衆 が形成 してゆ く基盤を提供 したの であ
った。 た だ し,イ ギ リス と い う国 民 国家`Natlon-S重ate'全f木を み る と,そ れ が,む し ろ国 家 と して の
一体性を脅かす,様々な 「反体制的」運動をもたらす一つの間接的要因になったことは皮肉でもあっ
た 。
日曜学 校は,単 に言語的能力 を民乗にあ たえたば か りではな く,テ ィー ・パーティーを もよおすな
ど,年 齢,性 別を問わず地域の民衆が一一同に会 する機会 をつ・くり,地 域共同体を形成す る機能 ももっ
た 。Gwyueth'T'ysonRobe.'t:によれ ば,こ の 日曜 学 校 が あ った こ とで ウ ェール ズ の 民 衆 は 自分 た ち
の宗教性や言語が維持できるもの と楽観的な見通しをもった6)。
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ウェールズ語を とりま く状況ゐ～変化 をみせるのは,19世紀初頭のナポレオンの台頭の時期であ
る。そ れに先立 つ時期,1536年の ウェールズ統合 に くわ え,1707年の 「スコ ッ トラン ド統合 令」the
ActofUnionwithScotlandによ って 新 しい政 治 的 統 合 体 が形 成 され た め,イ ギ リス はF1=fの国家 ア
イデン ティテ ィを必 要 としていた。 また,ナ ポ レオンの驚異に対抗するためには,従 来の イングラン
ド,ウ ェールズ,ス コッ トラン ドという境界 を維持す るこ とは無意 味であ った。 そのため,こ の三地
域の指導者層が次第に一体感を深めていくことになる。
た とえば,1805年にス コ ヅ トラソ ド出身 の国会議 員が 「大英帝 国 〔British〕の 問題 について語 る
場合,そ の開題 がイングラン ドの ものであ ろうと,ス コッ トラン ドの ものであ ろう と,ア イルラン ド
の もの であ ろ うと,す べて イギ リスの 〔Ellglish〕問題 として語 るべ きである」 とい う発言 を行 って
い る7)。こ こ で興 味 深 い の は,ま ず,British=Englishとい う等 式 を この ス コ ッ トラ ン ド出 身 の 議 員
が作 りだそ うとしている ことであ る。 さらに,こ こではウ ェール ズに言及 がな い。 すなわち ウ ェー ル
ズはイングラン ドに内属する地域であって,政 治的主体でないという意識を持っていたことが推測で
きるように思われる点が興味深い。
この発言は スコ ットラγ ド選出の議員の ものであるが,ウ ェー ルズの エ リー ト層 も同様の意識 をも
っていたと思われる。そ もそも,領主階級は伝統的に夏期は領地において経営に専念 し冬季はロンド
ンの社交 に出向 く,と いう生活形態 を とってお り,ロ ン ドンでは英語や フラン ス語な ども使用す る必
要 もあ り,従 来 から多言語使用者 であ った。 また,大 学は(1872にAberystwythに設立 されたのが,
ウ ェールズで は初め て)イ ングラン ドの もの しがなか ったの で,知 的エ リー ト層はす でに英語の使用
者であ った。 また,ウ ェール ズの言語文化 の発展 の原動 力であ るべ き文学 者たち も,す でに17世紀
の うち にウェールズ語での創作活動 に 自信 を失 ってゆ き,シ ェイクスピアを生みその後の隆盛 へ と向
か うイングラン ド文学 と好対照 をな していた とい う8)。したが って,ウ ェールズ語は 「下層階級 」の
言語 として とらえ られ ることにな り,「後進惟」「農村」「粗野」な どのイ メージをおび ることにな り,
ウェールズ語はウ ェールズ社会の発展を妨 げている一個 である と論 じられるようにな った。た とえば,
1866年のTheTimesには次の ような論評 が掲載され ている。
TheWelslllanguage...isthecurseofWales...itsprevalenceandignoranceoftheEnglishlar一
guagehaveexcludetheWelshpeoplefromthecivilizationoftheiringlishneighbours._
.
こうした全般的な社会情勢のなかで,19世紀はじめからなかばにかけて,ウ ェールズ南部を中心
としてい くつかの反 体制 的行動 が引 き起 こされる。 例えば,産 業化 された地域でお きたチ ャーチ イズ
ムに関わる抗議運動,農 村部でおきたレベ ッカの乱などである。
議会には,そ うした反体制運動の原因 ・対案を調査する委員会が設罎され,報告書が作製さ;れた。
そこには,反 体制的行動を防止する対策 として言語 と宗教の教育が重要であるというボ張がなされ
た。 こうした報告書やそれを基礎 とした国政の揚における議論をみてみると,他ならぬウェールズの
住民が英語をみずがらすすんで受け入れる姿勢を示 している点が興味深い。
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レベ ッカの乱に関する報告書では,調査委員の一人がウ ェールズ住民の言葉を引用 しながらウェー
ルズの住民が英語教育を受け入れる可能性があるという意見を述べている。その報告によると,「ウ
エー ル ズ語 を廃 止 す る とい う こ とを少 し もに おわ せ な い」`_ifnothingwassaidaboutgettingridof
theWelshlanguage'とい う条件が満 た され,英 語の知識 を習 得す るこ とによってウs一 ル ズの住民
も 「よ りよい職 に就 くことがで き,そ の生活 が向上 する」 とい うこ とが理 解 されれば,ウ ェールズの
住民 も英語 を受 け入れるであろ う とい う,ウ ェール ズ人 自身の言葉 を記 してい る9>。
また,レ ベ ッカの乱をはじめとした一連の反体制的行動を議論する中で,ウ ェールズ出身の国会議
員に よってな された発言 か らも,ウ ェールズ 住民の 側に英 語を受け入;れる準備 が十分 にあ った とい う
ことが推測で きる。
WilliamWillamsとい うこの議員は,自 らの半生を振 り返 って,ウ ェール ズの貧 しい家庭 の 出身 で
ある彼が呉服商としてロン ドンで成功したのは英語を学んだためである と言 っている とい う。そ し
て,ウ ェールズの子供たちに自分 と同 じような成功をおさめさせるために,英 語を学ぶ機会を与えた
いの だ と語 り,英 語は 「知識 への唯一の道 」であ り,「改良 と文 明への道」 であ る と主張 して いる。
}
この発言 を今 日の時点で,欺 賄や ウ ェール ズに対 す る裏切 りであ る とい うこ とははば か ら:れる。 おそ
ら く,Williamsは彼が生 きた時代 の大 きな流れの なか で,ウ ェールズ とその民衆 の利益 を思 って発
言 しているのである。
別 の報告 書か ら二か所 引用 す る。 これ は1844年に国会 に提 出 され たtheNewportR量singnに関 す
る報 告書の…部であるユo)。
Ifthe[Welsh]peoplehadbeellacquaintedwiththeEnglishlanguage,hadhadproperinstruc一
tionprovided,insteadofbeing,astheynoware,apreytodesignillghypocritewlthreligionon
the{rlipsandwickedllessintheirhearts_they[Welshpeople]wouldbeatthismoment_the
hapPiestaswellasthemostpeacefulandprosperouspopulationinthe、vorld.
Iamofopinion(whichisgroundedonsixtyyears'experience)thatthebettertherisinggencr一
ationISeducatedalldgroundedontheprinciplesoftheChurch(tofearGodandhonourthe
King)thesaferthethroneandmoreglorytoGod.
Williamsの発言 や1844年レポー トの …節 に よ くあ らわれて いるのは,「文 明」「発 展」「歴 史」「進
歩」などの概念を唱道する社会的ダーウィニズムと,個 人は環境によって決定されると考える一方
で,・適切な教育の力で卑 しい決定要因を克服できるとした啓蒙主義的な人間観である。だが,そ れ と
同時に,当時のイギ リスにとって極めて重要であった国家イデオロギーとしての英国国教会の宗教的
権威を称揚 しようとする,世 俗化 した宗教性が混在している。 ここには,産 業化が進展 し近代的な諸
讐
制度が完成に近づきつつあるイギ リス社会において,近代的な社会形態 と伝統的な地域共同体に根付
いた価値観 とが軸簾をきたしていることがうかがえるのである。 また,同 時に,イギ リス政府が近代
化を推 し進めるために,言 語に対 して強権的な干渉を強めてゆかさるをえない時代の転換点にあると
●
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いうことがわかる。そ して,こ の国家による言語への干渉は結果的に教育の場における宗教の権威を
弱め,教育の世俗化を加速度的に促進 してゆ くことになる。
この後,1846年の ウ ェール ズ におけ る教育状 況の調 査 レポー トが 作成 され,1870年の教育 令 に よ
って初等教育が義務化され国家によって管理 された教育制度が確立してゆ く。同時に,こ の法令によ
って教育の場で用いられる言語は英語であることが強制されるようになった。
3ま とめ
本 稿では ウ ェールズ語衰退の原因 を,二 つの局面に おいて探 るこ とをめざ した。一つ は,近 代 イギ
リス社会の産業基盤が確立 してゆ く過程で人口の流動化がおこり,そのことがウェ…ルズ語を維持す
べ き共同体を結果的に失わせた ということである。結果的にというのは,この共同体の喪失が政治的
意図 にも とつ くもの とい うよ りも,む しろ,産 業 の発 展 に ともな って,あ る意味 で,自 然に失わ れて
い ったため であ る。 次 に,産 業化 に ともなって,イ ング ラン ドとウ ェールズの指導層 がウ ェール ズ語
に対する姿勢をどのように変化させたかをみた。
重要であるのは,こ の二つの局面がそれぞれ独立した事象ではないということだ。ウェールズ語を
衰退 させ る要 因は,ど れ もイギ リスの産業化の プロセ スに よって もた らされて いる。 同時に,こ の イ
ギ リス国内の社会的変化が,ナ ポレオン政権 との対立 という対外的な要因によって方向性をあたえら
れ,ウ ェ…ルズ語を衰退に向かわせる全体的な状況ができあがるのである。そ して,こ の全般的な社
会の変化のなかで,ウ ェールズ語の使用者たち もまた言語 に対する意識を変えてゆ く。すなわち,英
語は新 しい社会に適応するための,新 しい社会において職を獲得 し富を手にするための不可欠の言語
であ った。 この こ とを倫理的 に不当であ る と非難す る ことはで きな いであろ う。 イギ リス とい う国家
が,歴 史の新 しい段階に適応 しようとしたように,ウ ェールズ住民 もまた自分たちの共同体がこうむ
った変化 に適応せ さるをえなか っただけだ。そ こには,ほ とん ど選択の余地 はなか ったはずだ。
最後に強調 しておくべきなのは,ウ ェールズ語はそれにもかかわ らず消滅 しなかったということで
あ る。 同 じ,ケ ル ト系 の言 語 であ るス コ ッテ ィッシ ュ ・ガー リックや ア イ リッシ ュ と比較 して,ウ
エールズ語は保存状態が良いといわれてい'る。独自の教育制度や通貨を有 しウェールズに比べれば自
立 の程度 が高いス コ ッ トラン ドで,な ぜ固有の言語が ほぼ 消滅 して しまったの か。 ウ ェールズ の民衆
に とって,自 己のア イデンテ ィテ ィを守 り,抵 抗の姿勢 を示 すほ とん ど唯一の方法が言語 を守 る こと
だったか らだ。 ウェール ズ語衰退の プ ロセスは二つの こ とを示 している。まず,あ る言語の母胎 とな
る共同体が変質するとき,その言語は衰退の危機に見舞われるということである。同時に,矛盾する
ようであるが,言 語は外からの圧力だけでは滅びない,そ の言語を使用する人間にとって他に代えが
たい意味を有している限 り存在 し続ける可能性がある,と いうことも示 している。
注
1)本 稿においては,英国に関わる名称を便宜的に次のように統一して州いることにする。
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UnitedK[11gdomイ ギ リ スEnglalldイ ン グ ラ ン ド
Walesウ ェ ーー ル ズScotlandス コ ヅ トラ ソ ド
2)Roberts,1998,p.25.
3)theThirty-NineArticlesoftheChurchofEngland,XX璽V.illRoberts,1998,p,11.
4)当時のイングラン ド,ウ ェールズではいわゆる 「上層」の階級に属する子弟は,通 例,過 程ご とに家庭教師
を雇い教育を施していたので,以 後の議論の対象にはしない。また,高 等教育機関 としてはイングラン ドに
OxfordとCambridge大学 があ ったが,ウ ェ… ルズ に大学 は なか った。 したが って,当 時 か らウ ェール ズに お
いてもエり一 ト層は英語を自由に使いこなしていた。
5)Agllew,1981.
6)Roberts,1998,p.30.
7)Roberts,1998.p.11.
8)Davies,1999,p.27.
9)Roberts,1998,p。23。
10)Robert:,199a,p.24.
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